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（1）
作品の構造及びその内容が変ったからといって，作者の資質に大きな変化を
きたすことは，そうあることではない。資質というものは作家の諸々の作品群
の中でさまざまに変様しながらも一貫しているものである。ヘッセの絵はやは
りヘッセの文学と同様ヘッセであり，カフカのスケッチはやはりカフカであ
る。クービンの小説は，まごうことなく彼の絵画の世界の言語化である。やは
り資質というものはどこか一貫性をもっている。そうした意味においてはカロ
ッサも，彼の資質を明瞭にうかがわせる，作品内での使用言語がいくつかあ
る。先ず“Warten”“Dulden”がそれである。こうした言葉は，何もカロッ
サに限ったことではなく，誰れもが一般によく使用する言葉であるが，彼の作
品の内部では，これらが，きわめて平易に使われていても，そこには独自の響
を生じている。のみならずこの響は彼の作品に一貫しているものであり，言葉
としては“Licht”とあいまって，彼の資質を示すにふさわしい言葉でもあ
る。これは彼が青年期において自ら選んだ三っの領域医師と詩人，とりわけ
自伝作家としての領域とも関連しているとはいうものの，資質は盗質としてさ
まざまな変様を示しながらも，その中核は不変のものとして彼の日・常の生その
ものも規定していた。
　　　　　　　　　　　　　　　－21一
　したがって彼の「詩集」から最晩年の作品「若き医者の日」までを貫流する
ものが，とりわけ彼の場合，最初の「詩集』にすでにことごとくその母胎が見
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　t・　　　　　　　　，　　t「られるという多数の指摘は，まことにもつともなニヒとであるBこのもっともな
説の中心麓しているいわゆる御類絢騨弊しめ靖語群の中で・とり
　　　　　　　　　　　　　　ト　　リわけこうした言葉がその特殊性をあらわしている。すなわちGanzheitの予見
がこれらのうちに隠されているのである。
　出発からしてこの詩人には個有の型があった。それは自己の限定化と省察，
覚醒と明知の求心的方向が，究極的には自分の務めを基としてのSelbst＝
　　　　　　　　　　　　Verbfennungの徹底化以外にはないという洞察に到達したことと同時に，そ
れを日常の中心に据えることにより，一切をそこに従属させようとする，力の
喚起を必要とした。単純化への指向は，彼の出発においては分裂をもたらし
　　　　　　　　　　　　　　　r　r　、た。力の必然化は力の限界認知に結びついたのである。にもかかわらず型は型
はによって破られながらも，その中心に，さまざまな変様の中に『詩集」の中
で提示された根本命題は彼の生き方として常に確認され，堅持され，その統一
を保っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　型より入って自在へと指向する，たゆまざるこの詩人の精神的活動が，自伝
作家という特性とも関連し，且つまたこの詩人が好んで使う言葉とあいまっ
て，特殊な評価を生ぜしめる。
　　「待つ」ことが忍耐を必要とする場合，明らかにこの耐える行為には，苦が
不可避となるのであるが，このような「待つ」ことがある故にまたあるものへ
の出会が生じうることの強調は，一般的にいって彼の詩作品において繰り返さ
れるところである。“Mut”“Vertrauen”・“Sprung”，，　Hinabfallen”こうし
た表現は皆，同一地盤より湧出した，いわば一つ泉の水に外ならない。
　しかし　「構え」がなく耐えるという，いわば一種の意識的な遡行性をもた
ず，また「待つ」ことと「耐える」ことが同意存在となうずむしろ［待つ」こ
とが「充実」に連なる世界が，日常具体的に，決して存在しないのではないこ
との例証を，カロッサはしばしば彼の作品の中で展開している6いわばその極
といえるものが『医師ギオン』であろう。ここではこのことが中心であるが故
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に一切のものはここを経て様式の変容を迫られる。作中のエメレンヅの〈死〉
がきわめて象徴的にその例証となっている。すなわち　Entgegensorgenから
　　　　　　　　　　　　　（1）Entgegenruhenへの変転である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　Geduld　es，　daB　die　Geister　dich　vereinsqmep　！これは『アンゲルマンの手
記』に添えられた詩，“An　das　Ungeborene”（「やがて生れる子供に」）の中
の一文である。ここでも，　「耐えるのだ，孤独であることに」が先ず基調とな
ってやがてSorgenからRuhenへの変容が示され，自在への連りが開示され
てくる。『ギオン」の中では，エメレンッの最早避けられない目前のく死〉
と，それがもたらす測り知れない〈不安〉の只中に彼女はこのEntgegenruhen
を突如体験する。
　やがて訪れる結果を肯首し，それがまぎれもない存在の変様に外ならないこ
ととの予知のうちに，目覚めっつ彼女は，意識的に完壁性を備えた完了に向か
って，自うを限・り．なく傾けつくす。tN　，　　　　　・
　ある一人の農婦の出産と死一ここでは一切が日常的具体性の中に還元さ
れ，その中において生ずるきわめて日常的な出来事と，その出来事に触れて人
間の心が発する光と，その光の波及力が，交極のところ太初より不変であること
の作者の洞察が，ここにはある。　『詩集」中の詩、、Geheimnisse”（f秘密」）
は，こうした散文中におけるカロッサの「生と死」の洞察の，いわば基調とな
っている。　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　この大地が生ある緑に覆われるには
　　この大気の中で
　　星は覚めつつ燃え尽きねばならない
Stern　muB　verbrennen
Schlaflos　im　Ather，
Damit　um　Erden
Das　Leben　grUnt．
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この詩はこうしたしらべで始まり次のような節で結ばれる。
終止など存在しない，
あるのはただ燃えるような奉仕。
ほろびつつも
われらは光を放つ。
Es　gibt　kein　Ende，
Nur　glUhendes　Dienen．
Zerfallend　senden
Wir　Strahlen　aus．
　人間の隠れた不可測な本質が，無償性の極としての太陽のそれと，ひそか
な，しかし確かなつながりを有することを，この詩人はこの詩の中で強調す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　われわれの本質には／太陽の要素が負わされているのだ……と。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　（Wir　sind　beladen／Mit　Stoff　der　Sonne……．）
　　　　　　　　　　　　　　　　、
　詩、、Geheimnisse”（「秘密』）でそのしらべの核にその位置をしめた秘密と
は，人間の不可測の本質であって，不可測の本質とは，究極のところこの詩の
中核をなすDienenに深く関連せざるを得ない人間の行為の不可測性に外な
らない。
　だがカロッサのいう秘密とは，これが決して唯一気二のものではない。待の
詩『秘密」（Geheimnisse）と『アンゲルマンの手記』すなわち「成年の秘密』
（Geheimnisse　des　reifen　Lebens）の秘密は，軸を共にしながらも，ときに大
きな隔たりを見せることがある。少くとも彼はこれを一義的に用いてはおらな
い。
一24＿
（2）
　森の中で一輪の花を手折ろうとしてアンゲルマンが身をかがめたときに生じ
た。不意の出来事，一一匹の蛇（Haselnatter）の不意の攻撃に，この手記の
主人公アンゲルマンは，この蛇が無毒であることを熟知していながら，これを
打ち殺してしまう。打ち砕かれた蛇の口から流れ出る赤い血に驚くアンゲルマ
ンは，すでに耳順に近い。
　このアンゲルマンの口からほとばしり出た「何故私はお前を打ち殺してしま
　　（4）ったのか」といった痛烈な悔悟の一言には，可成りの錯綜した内面感情が凝縮
されている。明らかにそれは当惑である。しかしこうしたアンゲルマンの当惑
は，結果に関連しながら同時にこうした結果を生ぜしめた内部の，決して定か
ではない内面の暗い部分との関連によって生じている。
　「人は恐怖からお前を殺す。それは蛇よ，お前は灰褐色に輝き，背には二筋
の黒い班点をもっている。それなのだ，不注意な人間がお前を危険な毒蛇と思
い込むには，それだけで十分なのだ。だが，私はお前を知っている。お前は実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5　際怒りやすいが，歯には少しも毒をもっていないことを。」
　完了してしまった行為が，最早取り返しがつかぬものとして，困惑の極に立
ちながら，深い自責の念にかられるアンゲルマンの生活を特色づける，基本的
なものの一っに，周囲のあらゆるものとの交感がある。アンゲルマンの妻コル
ドゥラも，また他の二人の女性バルバラ，ズィビッレも，互に周囲との意識的
な交わりの中で，決して償いを求めない，また自分が傷つけられても決して相
手を傷つけまいとする，全くの無償性を基底とした日常を形成している。
　熟知の間柄でありながら，何故殺してしまったのか，という問いかけの背後
には，周囲のものと和す，とりわけ傷ついたものへの限りない救いへの努力こ
そあれ，決して殺す筈のない彼等の世界があった。
　詩“E「1ebnis”（「体験』）では共存する自然の一切が血縁のものと見なされ，
奇形の羊歯の観察を通して，自らの内に貫流する同一のMuttergeistを，一株
の羊歯に見出している。
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　アンゲルマンをとりまく生活圏の中で，日常を貫いている生活者達の共通の
齢，それは，Eher　E…gung…1・’r・h。・d。．99Aすなわち，＿致である。
もともとすべてのものが同じであり得ないという前提一相異るが故にまた一
致が可能であるという洞察，・i・・Mitt・・h　fi・d・n；di。、i。　i。　Ei。kl。ng　hl2
一致への可能性が，存立可能であることを，・アンゲルマンは指摘する。それは
Gemeinschaftが形成される場合，その成立基盤として彼は，精神あ内奥に，
それがさまざまに表現されようとも究極的には，積極的な否定性を形成者のそ
れぞれが共有しているこどを不苛欠としている。　　　　　　　：　t’t一
　アンゲルマンはこう指摘する．「現実に限りない解決が存在する歓喜め段階に
到達しうるには，先ず報とめ絶線1（Imd。m。，　sei。。　Pers。n　v。ni　GIU、ke
losl6st，　kann　er　auf　eine　selige　’　Stufe・gelangen，　wo　es　wirklich　unendliche
L6sungen　gibt）
　どれ程め差異があろう，この指摘と彼の「詩集』の中でのそれと。冒
「相異る魂が剰，共にLっの星醗つくりう鴇と。。ゲルマ。はいう。
こうした彼の言葉は，遍在する相違性，相異ることの至当性，無限な隔りを互
にもたざるを得ないことの必然性，1㊧黷ﾖの可能性が確実に断たれているとい
う処からそれでもなお合一への可能性が皆無ではないという，彼個有の確信か
ら響き出た言葉である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　「別離よりはむしろ一致」（Eher　Eiriigung…1・S・h・id・・g。n）とい。砒
較から入りながらこうした何々よりはむしろ何々といった比較上の選択形をは
るかに越えたところに，彼はEi・igungの本質をみている．別離もこのホ目より
生ずるだけではない，破壊もそこよめ派生することを，局限された日常の秩序
世界の中よりよみとっている。
Finsternisse　fallen　dichter
Auf　Gebirge，　Stadt　und　TaL
Doch　schon　flimmerll　kleine　Lichter
Tief　aus　Fenster　ohne　Zahl．
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」
Immer　klarer，　imrner　milder，
Langs　der　Stroms　gebognern　Lauf
Blinken　irdische　Sternenbilder
　　　　　　　　　　’　（10）
Nun　zu　himmlischen　hinauf．
僅かな行からなるこの叙景詩は，一般にいわれているような，単に自然との
融合感情ののみがうたわれているものではない。ここには確かに人間の生のい
となみと，自然との密なる融合がある。自然と相呼応する静謹な生の呼吸があ
る。そして更に自然の秩序を通しておし拡げられた拡大な宇宙秩序と，この地
上的なものが，密なる連なりを有する不可思議さが，やわらかなリズムのうち
にうたわれている。しかし迫りくる闇の中で明りをともす人間の行為が，その
精神性を含めて内外共に，型通り繰り返される日常の連鎖と，同意同形として
捉えられているのではない。明りをともすということには，闇が不可欠なので
ある。地上の無数の明りと，天上の数限りない星明りとが相呼応するというこ
とが，一つの象徴性が帯びるには，天地双方を覆いつくす闇が不可欠となって
いる。
（3）
Liebe　fordert　letzte　Beugung，
Und　ich　trau　dem　dunklen　Rufe．
Noch　im　tiefen　Grauen　der　Zeugung
　　　　　　　　　　　　　　　（11）FUhle　ich　Sehnsucht，　ahn　ich　Stufe．
すべてが神秘的直観より生じたものではない。彼にとって闇は，感知しうる
現実のものであり，日常に遍在しまた胸中に去来するものでもあり，その出会
はまた彼にとって，ときに裸形化された自己との出会の機でもあった。
　諸々の現象の母胎ともなり，また存在の根拠を喪わしめ非在へと変えるこの
ものの存在は，無限ともいえるその変化形を内包している。したがってあらゆ
　　　　　　　　　　　　　　　一27＿
るものの存在はときにそのものの投影に過ぎない場合も限りなくある。いずれ
にもせよ見通しを否定しつつ現成し，しかもなお自在性と多様性を本質とする
この光の対極存在は，それを深く感知するものに，均等化への拒否を生じさせ
る戦懐をひきおこさずにはおかない。
　上掲のカロッサの詩はその中に，対置使用が行われているLiebe＝Beugun9，
dunkler　Ruf＝・trauen，　Zeugung＝＝Grauen．　Sehnsucht＝Stufe，これ等の言語本
質が，いわゆるゲーテ的理念と経験に淵源するものであっても，それでもなお
そこにはカロッサ本来の特性をまともに示す，それ等の言語間の相即関係とそ
の発生基盤がある。
　「呼びかけに答える」という意味でのDunkelheitとtrauenの関係は，不
可視のものに自己を依託するということである。すべての見込みを奪われて
も，それでもなおというところに，この自己を依託するということの意味をお
けば，ここに生ずるきわめて積極的な姿勢の中核は，不可測の状態の中での一
歩であり，いかなる場合であっても，それでもなおという意識的決断を軸とし
ている。結果は予測できない，しかし予測できない結果に対して，避けられ得
ないものとして危険の介在は決定的である。こうした危険に際して，アンゲル
マンは現前する危機に際していかに対処するか，それがその人の位階を示すこ
とであり，そのような態度は，その人独自の本質の現われに外ならないとい
（12）
う。彼の詩はより積極的にこのことを強調する。本質の現われは同時に存在の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）新更（Erneuerng）でありまた限りない活動性の現われであると。
　隠れていた個の本質があらわになるということと，存在が改まるということ
と，そしてそれらが不断の活動性と，分かちがたい関係にあるということは，
基本的には存在そのものは常に，発展の様式を内にもっていることになる。活
力ある発展，更新という本質の変様にかかわる出来事には，根源的に否定原理
を不可欠としている。
　個の本質の開示性　　存在の更新性が指向する発展の方向は，ここでは「よ
り高次」であり，限りない活動性の現われとしての「無限上昇」がその構造の
主体となっている。そしてより高次なる段階とは，バルバラ，ズィビッレ，コ
　　　　　　　　　　　　　　　ー28一
ルドゥラ（成年の秘密）ツユンティア，エメレンツ（医師ギオン）等の女性達
にょって代表される，彼女達の行為，すなわち自己否定が惹起する力，空無化
にょり逆に生ずる徹底的に奉仕性を秘めた力，こうした力が限りなく相互間に
作用しあうところを指している。．前掲のアンゲルマンの言葉，すなわち「現実
に限りない解決が存在する歓喜の段階に到達しうるには，先ず幸運との絶縁」
とはこうしたことを意味し，またこうしたところに根差した，微少ではあるに
せよ，ささやかな共同体の存立の可能性が，絶無ではないという日常的基盤に
カロッサは立っている。このGemeinschaftを存立させる人々に共通するひた
むきさから，一種澄音的なものが生ずるのは，決して不自然なことではない。
ここにはちなみに絵画上ではボッシ，ブリューゲル，またカロッサの同時代作
家としてカフカ，クービンに見られるあの混乱，あの意味もない押しあいへし
あいの混乱が，それを見る者に滑稽感をひきおこしつつ，その滑稽を介して突
如として切迫する爆発的逆説的混乱へと変化する質的転化はない。ここでは全
体性が最早明らかに欠如してしまった世界であり，ただ世界はなぞに満ちてい
る。一種の気まぐれが特性であり，この気まぐれに疎外をよぎなくされてしま
った人間はよりどころの喪失にあって途方にくれる。しかし途方にくれながら
も世界は未だカロッサにとっては意味深いものであり，深淵は彼にとって
Vor　AbgrUnden，　in　die　keine　Ahne　geblickt－
　　　　　　　　　　　　　　　　（14）StUrze　hinab！Geheiligt　dein　Fall一
StUze　hinab！すなわち落下すべきものであった。カロッサにとって究極の
ところ，この日常を到る処において貫いているこうした否定原理は，あくまで
大いなる全体の中の一部であり，崇高のものと対極関係を形成するいわば緊張
発生の分極であったのである。明らかかに秩序が，この極を越えたところに予
見されていたのである。
　時代の特性的宿命的分裂，現前する空虚，そして世界がその全体性を最早失
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）ってしまったことの指摘をカロッサは「技術の完成と精神の堕落」という表現
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を基にして展開する。物への極端な依存と讃美が，明らかに物への隷属化をひ
きおこたし，同時に精神の解体をもまたひきおこし，今その終焉をむかえつっ
あるということを。しかしカロッサにとっても世界はなぞに満ちながらも，そ
のなぞめいたものの奥深くに，変様の中に，やはり彼は宇宙的な生としての秩
序をよみとっていた。
　内在するものを積極的に証していくという不断の努力は，カロッサにとって
は基本的な意味で，内奥の穏れた存在であるPleromaの修証である。この基
本の徹底を通して，体験の場において超出が生じているのである。彼が使う詩
語としてのStufe（段階）Erneuerung（更新・修復）Einigung（合一）これ
らはこうした層に結びついている。
（4）
　「やきかがしよ，無防備のお前を，私は何故に打ち殺してしまったのか」こ
のアンゲルマンの自問には，明らかに自責が含まれている。出会いがしらに起
った一瞬の出来事にからむ確かな因果の関係を，内面深くたちいって，彼は追
い求める。そして一応そうせざるを得なかった状況的なものとして，その一瞬
に至るまでの自己の屈折した心的状態を追っていく。しかしいくら分析の歩を
重ねたところで，結果の総体は歩測することができよう筈がない。結局のとこ
ろ，あり得ないことをひきおこしてしまったということを，どう捉えたらよい
かという怖ろしいとまどいを表明しつつ彼はこういう。「日頃思ってもみない
ようなことをしてしまって，いざその由来を説明しようとすると，自分の生の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）内部の流れをなかなか表現し得ないことがよく判る」と。
　彼の比喩をもってすればこうである。つまり画家が水辺の風景を描くとき，
空と水と岸辺を描くのであって，水底の生きものを描きはしない，それはまさ
しくその通りなのだがしかし，水底の生きものを描くことなく，空と水面だけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）で，水底の暗い部分を描けるというのは至難のわざなのだと。
　「いのちあるものの真の姿を識るには，年重ねなければならないし，自己を
限定化しなければならない」と，アンゲルマンはいう。
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　Um　die　Grundfigur　eines　Gesch6pfes　zu　erkennen，　dazu　mUBte　man　lange
　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）leben，　mUBte　sich　auf　weniges　beschranken
　ものの姿を捉えることと，ものの姿を表現することは，決して別の次限では
ない。捉えられたか捉えられぬかは，表現できるかできぬかに，深いかかわり
をもっている。
　本来見えないものが見えてくるという’ことは，種々さまざまな曲折が介在し
ているのであるが，彼のいう自己の限定化もまたその一・一一Lつであるが，しかし真
の姿（Grundfigur）を識るということは，やはりものが見えてくることであ
り，ものがみえるということは，現象するものにかかわりつつ，もののGanz－
heitにかかわることである。
　「辛抱強くものをみるという教をえ，私は自分自身にずっといい続けてきた
だろうか，だが思うにこらしたことは最早私にには縁なきことになってしまっ
ているのだろうか。私の心の暗闇に突如，ものの明るい真の姿が現われようも
のなら，私は救われ別になっていたかも知れない。恐らくわれわれは直接物事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）を認識することができないように定められているのだ」
　「神的なもの，あるいは本源的なものだけに直接つかえたいと思うときが，
誰れにもあ観　しかしこのどちらにも近づくことができなければ，残るは一
　　　　　　　　　　（20）つ，目覚めそしてみること」とアンゲルマンはいり。
　根源的には光への合一が指向されながらも　（Sehnsucht）現実においては闇
の領域へと足をふみ入れていく。（Kampf）相反する行為，すなわち緊張と矛
盾に満ちた生の不可視の領域一自己の内部に明確に存在する不確かな領域
（die　Zone　des　Naturgeistes），彼はそれらを意識してそこに身を沈めていく。
アンゲルマンはいう，円熟ということがそれを可能にするのだと。そしてこう
した領域で示す「円熟した人間または社会的に責任ある立場の人間の行為の一
歩歩は決齢以外のなにもので脚・ことを彼は強調する。
　「時が正しく運行しているこの家の中で，恐ろしいことをひきおこさせるべ
く・ひそかに時計の針を狂わせようと絶えず私を唆かしているのは，t何であろ
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う。この非常に純粋な世界を，実体のない世界としてあばきたてようとする，
この制御できない衝動はどこからくるのか。ここの女主人の澄んだ心を混乱さ
せ，彼女達の生活圏で周囲の幾百の人達のために公正を望んでいる，二人女性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）の生活の調和を破壊するよう囁きつづけるのは，一体いかなる悪魔なのか」
　バルバラとの関係において必然的に生じてくる，また自ら求めて沈潜してい
くこの領域の只中で，アンゲルマンはこう自問している。
　“Schuld”（罪科）一秩序の中では，調和，合一の世界では空虚な響を発
するこの言葉の実体を，カロッサはこの暗い領域から掴みとって白昼の中へと
引き出してくる。
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